Theory of the Extra-Profit by 梅垣, 邦胤
Title超過利潤論 - 『資本論』を素材として -
Author(s)梅垣, 邦胤




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
躍 務 騎 最
額 121巻 第 4･5号
和式韓記法と洋式樽記法の比較会計史---････高 専 貞 男 l
TheOrientalBankCorporation,1851-84年 (上)
本 山 莫 彦 11
ローレンツ曲線とジニ係数-･･･････--- -･････綿 貫 伸 一 郎 36
超 過 利 潤 論 梅 垣 邦 胤 61
恐慌理論の具体化に関する一考察････････････--捌 上 勇 次 郎 80
組織のコンフリク トと権力過程･-･--- --････中 川 多 吉 雄 101
昭和53年 4･5月
寛 却 大 草 旺 帝 夢 曹
(247) 61
超 過 利 潤 論 ■
- 『資本論』を素材として-




















余価値形態論- 土地資本をF中心として- 』東京大学出版会,1954年,罪一章第二 三凱 井
上周八『地代の理論- 晩後論争点の批判的考察- .g理論胡二,1963年｡
62 (248) 第121巻 第4 5号





『資本論』の ｢論理体系｣ と超過利潤論との関連である｡ 『資本論』は, ｢Ⅰ,
資本,Ⅱ,土地所有,Ⅲ,賃労働,Ⅳ,国家,Ⅴ,外国貿易,Ⅵ,世界市場 と



































































ここでは,資本の ｢生産｣過程 という基礎的次元における超過利潤 ･特別剰
































































































































































































































181 白杉庄一部 『独rti理論と地代法則』 ミネルヴァ毒見 1963年,197198--L㌔ 僕,LjF-自杉氏｡




























74 (260) 第121巻 第4･5号
にとっては この価値はその商品に押 しつけられた 1hnenauLgedrungler平均価
値として現われるのであるがO ･最良の庵で生産する人々は個別的価値より

















るとお り氏にあっては,特別剰余価値の ｢生産｣の問題は事実上 ≡巻論次元


































経済学会 『経済論誰』第118巻第 3-4号,1976年9 10月参風.

































①の文献参照)その文言は以下であるo ｢10クォーターの現実の生 産 価 格 は
240シリングである｡ それが600ソリングで売られる｡ つまり250%高すぎる価
格で売られるo o これは.資本主義的生産様式の基礎の上で競争の媒介に



















78 (264) 第121巻 第415号
の若干のものをとりあげ検討をし,結びとしたい｡それに属するものとして,
井上周八氏によるものがあるO 氏は言うO ｢(土地生産物の-引用老)214時 間
は土地的条件 (たとえば豊度) により強められた2･4時間であ り, 価値
形成的労働時間としては_工業の6時間に相当する労働時間なのであるO｣29)見ら
れる通 り,井上氏は,皇度 という土地生産力をもって,同じ労働時間が,より
多 くの労働時間を内包する根拠としている｡ そして, それで もって ｢価値実
体 rありとするのである｡ Lかしながら,生産力とし,てよりす ぐれた自然力に
土地自然力に目をむけるかぎり,即日的により低い個別的価値を設定 しうる根
拠 としかなりえないと考えられるOだか らこそ, この同じ土地自然力が,例え
ば鈴木鴻一郎氏にあっては,井上氏と逆に価値実体をもたない根拠ともされる
のである｡鈴木氏は, 『資本論』落流地代分析を素材 として言う｡ ｢差額地代









以上, 『資本論』に素材をもと軌 そこにおける,特別剰余価値 -超過利潤
してきた｡そして,その一般的枠組みは, ｢資本｣- ｢土地所有｣, ｢生産｣
- ｢総過程｣ という論理の進行にからみあわせて考察してい くということで
29) 井上周八 『地代の理論』理論社.1963年,177ベー ンd
30〕 鈴木鴻一郎 『地代論論争』勤革書房,1952年,196-97ページ｡
超 過 利 潤 論 し265) 79
あったOいちいちくりかえさないが,超過利潤は,生産関係として,また,重
層的に把握されるべきことは行諭中において読みとられるであろうO研究史に
ついては.そのものとしてとりあげることはせず,適時 くみ込むという手法を
とったが, それは, 『資本論』を直接の素材とするという,課題上の制約ゆえ
にそのようになったものであり,各節のテーマとの関連はもっていると思われ
る｡
1977年10月1日脱稿
